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　　　数値流体解析による住肇用厨房の温熱空気環境に閥する概究

　　　　　　　　その唱　億宅用調理レンジ上の気流分布に関する検討
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　lHレンジ，ガスレンジ使用時の高温部を再現したモデルを用いて．フードの排気風量を変化さぜ

た場合の各レンジにおける熱上昇流の再現及び廃気捕集率の算出を行う。70～80％の廃気捕集率を

得るための排気風量はガスレンジよりもlHレンジの方が少なく、廃気捕集率は排気風量3◎0［田3／旧

で、各レンジ共に約90％となる。これは実測結果と同じ傾向を示し、各レンジ上の熱上昇流が比較的

精度よく再現できた。鍋で発生した汚染質はlHレンジでは上昇する際壁面に付着していく傾向があ

り．ガスレンジではレンジ周辺の空気中へ拡散していく傾向がある。

　　　　　　　　　　C⑫雛εR薦0，贋COOた訪9盈β嬬磁5　CO盈ど移9馳鍍εγ

　　　　　　　　　　　　廃気捕集率　lHレンジ　ガスレンジ

羅研究闘的　　　　　　　　　　　　　　　　　を実現するためには、これらの特性の違いによるレ

近年、全電化住宅の普及が進みlHレンジが一般　　ンジ周辺の空気環境を明らかにし、適切な厨房設計

家庭で広く用いられるようになってきている。lH　　が行われる必要がある。また．多様な住宅用調理レ

レンジとガスレンジでは炎による高温部の有無の違　　ンジの配置パターンにおいて．ガスレンジ、lHレ

いにより、レンジ上の流速、温度分布が異なると考　　ンジが室内空気環境へ及ぼす影響を検討する際、実

えられる。従って厨房における快適な温熱空気環境　　験に比べ比較的容易に温熱空気環境の予測ができる

4510

彗

50

数値流体解析を用いることは有効である。

　本研究では．数値流体解析によりフードの排気風

量を変化さぜた場合のレンジ上の熱上昇流の解析及

び廃気捕集率を算出し、昨年までの実験による結果

文恥3）との比較を行ない、数値解析の精度を検証し、
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更に田レンジとガスレンジの相違を確認することを

目的とする。

麟研究概要
黛．奪解折対象

　図1に解析対象の概要を示す。排気は排気フード

から行なう。図2にレンジ上面を、図3に鍋とレンジ

の概要を示す。レンジ上には鍋を2つ配置し、ガスレ

ンジでは炎の温度をレンジ上から鍋底まで500、700、

1500〔℃］として与える。

盤．豊解析方法

日　　麟240

表1に解析Gaseを、表2に騨条件を示す・騨　　　断醐ω、翻。5（珊陥②
には汎用流体解析ソフト（STRE醐）を用いる。フード

の排気風量を変化さぜた場合の流れ場を標準k一εモ

デルにより解析する。コンロ稼動時のレンジ上の流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍋

く注脚潭、、3剛　　　　灘靴L
　　　水は鋸の中央まで入っているとする。　　　　　　　　　　　　　　炎の詳細
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ω1陣ンジ　ωガスレンジ　　　断面①（撒，鳳ガス）断面②
　　　　　図3。鍋とレンジの概要　　　　　　　　　　図尋　フードなしの時の各鉛直断面の温度分布

表署　解析c齢e

王H 解析種類 フード排気風嵐 ガス 解析種類 フード排気風量

oasel－1 気流解析 10◎［1甫／h］ case2一事 気流解析 10◎師／h］

o議seト2 気流解析 150［1㎡／h］ case2－2 気流解析 150［㎡／h］

oase卜3 気流解析 2GO〔1㎡／h］ case2－3 気流解析 200［㎡周

cas曾卜4 気流解析 3GO【㎡／h］ case2一辱 気流解析 30◎［㎡／h］

case審一δ 気流解析 フードなし c凄se2－5 気流解析 フードなし

oase雀一6 濃度解析 100［㎡／h］ case2－6 濃度解析 1◎0［㎡／hユ

ca＄e｛－7 濃度解析 150［㎡／hユ Gase2一フ 濃度解析 150［㎡／h］

caseト8 濃度解板 200［㎡／h3 case2－8 濃度解析 200［㎡／h］

case1－9 濃度解析 30G£㎡／h］ case2－9 濃慶解析 300［㎡／h］

caseト組 濃度解析 フードなし case2－10 濃度解析 フードなし

表2　解析条件
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　　　（Dc轟sel－5（lH）

齢算コード ソフトウェアクレイドルSτREA掴Ver　7

翫流モデル 標準k一ε

移流項羅度 QUIG匿

流速境堺 ノー一スリツプ

鵡流 炎鰐流熱伝達率1Gむ［Wノ㎡鴎、その他の表面温康短数則
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lHレンジ鑛内の塞は1G¢°Cに濁度園定し、鍋には初期温度1GO°Cを与える。

轟度条鉢 ガスレンジ鍋内の水及び鍋には初期温震100℃を与える。
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れ場、温度場をCFD解析により求め、トレーサーガ　　［印3／h］〉ではフードから外に漏れる気流はほとんど見

ス拡散解析により鍋から発生する汚染質濃度を明らかに　　られない。図7に代表的なGaseのガスレンジ上の流

する・更に・実測により得られた廃気捕集率と比較討を　　速ベクトルを示す。case2－1（排気風量100〔バ／h］）．

行なう・蜥による廃気篠率は式（1＞で算出する・。as32．2（排気風量150［融3）では共にフードから外に

噸鞄ダク茎矯塗羅欝㎡］×側i）欝饗撫斐膿芸ち総諮鷲

躍　解栃結粟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジで排気風量朽旺が／肩の場合にもフード下から漏れ

3，1温度度・気流分布　　　　　　　　　　　　　　　　る気流が見られるのは、ガスレンジの上昇気流速度

図4にフードなしの場合の各鉛直断面の温度分布　　がlHレンジよりも速いためであり、ガスレンジで

を、図5にフードなしの場合の各鉛直断面の流速分　　lHレンジと同程度の捕集率を実現するためには、

布を示す。lHレンジに比較してガスレンジでは、上　　lHレンジよりも排気風量を多くする必要がある。

昇気流の温度が相対的に高く、また流速も大きく　　32汚染質濃度分布

なっている。これはガスレンジには炎による高温部　　　図8に鍋内部で発生さぜたトレーサーガスの各鉛

が存在するためである。図6に代表的なGaseの｝H　　直断面の汚染室濃度分布（排気風量15G［階3／hDを示

レンジ上の流速ベクトルを示す。case1－1（排気風量　　す。図中の数値は廃気捕集率100％の時の濃度に対す

100［吊3／h〕）ではフードの両側面及び前面でフードから　　る室内の汚染質濃度を示す。casel－7（lHレンジ）と

外に漏れる気流が晃られる。case1－2〈排気風量150　case2－7（ガスレンジ〉を比較するとlHレンジでは
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フード外に漏れる汚染質がぼぼ見られないのに対し、　　　になる。このためガスレンジは上昇気流の流速が［

ガスレンジではフードに入った汚染質がフード側面　　　Hレンジよりも大きく・また流れが乱れている。

及び前面から漏れて空気中に拡散伝フ＿ド周辺に　②IHレンジでは汚染質は上昇する際壁面に付着し

とGase2一7（ガスレンジ〉を比較すると・レンジ背面や　　③70～80％の廃気捕集率を得るための排気風量は

天井面にはどちらのレンジも汚染質が拡散している　　　ガスレンジよりも｝Hレンジの方が少なく，廃気

が，フード下の部分ではガスレンジに比べlHレン　　　捕集率は排気風量300［鵬3／h〕でlHレンジ、ガス

ジの方が汚染質が広範囲に及んでいる。　　　　　　　　レンジ共に約90％となる。これは実測と同じ傾

3．3　廃気捕集率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向を示す・

　図10に実測と解析の廃気捕集率の比較を示す。田

レンジでは排気風量150［蹴3／h］で実験と解析に差があ

るが、排気風量200［騰3／h］と排気風量300［贈3／矯ではほ

ぼ同等である。ガスレンジは実験も解析もほぼ一定

の割合で廃気捕集率が増加する。実験値と解析値は

よく一致している。

購康とめ
①IHレンジと比べるとガスレンジは上昇気流が高温
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　　　　図9　室内表面の汚染質濃度分布
　　　　　　　（排気風量欝⑪〔薦3／悶）

壌◎o

8◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　£60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無4◎

断面⑦　　　　　　断面②　　　　断面③　　　　　2◎

　G）¢総斜一7（lHレンジ）

誌

轟

80｛％ヨ　　　　　　　’　　　69

o

o

一・・ q〉『8一

，｝’の

／　，．バ
，f”

！’

E　　」

，o”

f

r，

@”　φ

順　’
＋田灘「

÷魏二
1

◎　　　　　　5◎　　　　　100　　　　　15◎　　　　20◎　　　　　250　　　　300

　　　　　　　　　担ド気風量［㎡／hl

　図紛　実測と解析の廃気捕集率の比較

囎＿2．7（騨ンジ）断面③　蓑藍ド嚥轄評価田麟学会大会学術講演購

図8　各鉛直断面の汚染質濃度分布　　　　　　5）近藤相沢・阿部他　「住宅厨房内の渥熱空気環境に関する研究

　　　（排気風量15旺醗3／hD　　　　　　　　　その1～その4　a本建築学会大会学術講演梗概集2006年」
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